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　地域福祉に関する計画として、本
会が策定した「第４期地域福祉活動
計画」と行政が策定した「第５期幸区
地域福祉計画」が、平成３０年度から３
年間の計画期間でスタートしました。
　「第4期地域福祉活動計画」を策定
するにあたり、同時期に策定される

「第5期幸区地域福祉計画」と計画期間を合わせ、共通の
理念と目標を掲げました。

社協と行政が各々の役割を確認しながら、地域福祉の推進、
地域課題の解決に向けた取り組みを進めてまいります。
　また、幸区がすすめる「ご近所支え愛事業」では、町内会・
自治会が取り組む地域での見守り支援体制の構築に、引き
続き本会も協力してまいります。
　誰もが安心していきいきと暮らせる幸区を目指し、地域
福祉の向上に努めてまいりたいと考えております。
　これからも、地域の皆様のご協力をよろしくお願いいた
します。

平成３０年度
事業計画 重点目標（要約）

　今年度から３年間の計画である「第４期幸区地域福祉活動計画」
では、行政計画である「第５期幸区地域福祉計画」と理念・目標を
共有し、役割を明確にして、地域福祉の一体的な推進を目指します。

　「地域包括ケアシステム推進ビジョン」の一環として、町内会自
治会を中心として展開されている「ご近所支え愛事業」における
地域住民の見守り支援体制の構築に引き続き協力します。

　「さいわい健康福祉プラザ」と６カ所の「いこいの家」の運営に
ついて、これまでの実績を継承しながら、地域福祉の拠点として、

個別支援等の新しい課題への取り組みを進め、総合的な運営の
充実に努めるとともに、次期指定管理の選定申請に向けて取り組
みます。

　本会独自の事業である住民交流活動拠点「小倉の駅舎陽だまり」、
「塚越の陽だまり」に続いて、河原町団地内に新たに「河原町の陽
だまり」を開設しました。住民が気軽に利用できる地域の寄り所と
して、幅広い世代の情報発信拠点として、抽出した地域課題を解
決するとともに、新規利用者の開拓にも取り組んでいきます。

　社会福祉協議会を多くの住民に理解していただくため、ホー
ムページを有効に活用するとともに、新たな手法も取り入れ、情
報発信と幅広い世代への本会事業の啓発と参加促進を図ってい
きます。

①「第４期幸区地域福祉活動計画」に沿った事業の実施

②幸区ご近所支え愛事業と連携した本会独自の取り組みの構築

③次期指定管理選定のための取り組み

④３つの住民交流活動拠点の円滑な運営

⑤自主財源確保と啓発強化

会費・賛助会費
5％

受託事業
収入 45％

介護保険収入
 26％

共同募金配分金収入 9％

その他（繰越金等）
9％

寄附金 1％
法人運営事業 

11％ 地域・在宅・ボランティア振興・
調査・企画広報等事業  6％さいわい

デイサービス事業 29％

共同募金配分事業 9％

助成・金品援護事業
2％

受託事業
2％

健康福祉プラザ
（老人福祉センター） 20％

いこいの家
21％

補助金 5％

平成30年度

歳入（総額）
1億8千528万円

歳出（総額）
1億8千528万円

歳入 歳出
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幸区役所の
第5期地域福祉計画と
共通の理念、目標を掲げ、
一体的な地域福祉の推進を

目指します。

第4期地域福祉活動計画

　区社協が運営する「さいわい健康福祉プラザ」、６館の「いこいの家」「小倉・塚越・河原町の陽だま
り」など地域に点在する福祉拠点をより有効活用することにより、世代を超えた住民交流の場の構築
を推進します。

　区社協が運営する各拠点を総合相談事業のポイントに位置付け、情報の共有と連絡調整の強化を
図り、課題の早期解決を目指します。
　また、幸区で実施している「ご近所支え愛事業」と連携し、個の課題を地域の課題として捉え、町
内会・自治会や関係機関との協力を深めます。小地域における生活課題の把握と地域に合った地域
ごとの事業実施に向けた支援・協力を行います。

　社協は、財源のほとんどが行政からの補助金や委託料となっています。安定した財源を確保する
ため、行政施策における社協の位置づけを明確に示すと共に、社協のネットワーク力を活用した取り
組みを進め、地域福祉の推進における社協の存在意義を明らかにして、行政の理解を高めます。
　さらに、自主財源を確保するためには、地域住民に社会福祉協議会の活動を理解し参加していた
だくことが重要です。
　活動拠点での事業展開や広報による活動PRや、地域活動に参加し地域のニーズに即した事業の
提案など、社会福祉協議会ならではの活動を通して、地域での認知度を高めていきます。

１.住民交流活動拠点事業の推進

2.総合相談事業における個別支援の充実・強化

3.安定した財源の確保と啓発強化

～社協が取り組む重点目標～（要約）

2018年～2020年度

｢地域でつながり、支えあう、誰もが安心していきいきと暮らせる幸区｣
～幸区地域包括ケアシステムの構築を目指して～

基本方針1
基本方針2

小地域福祉活動の推進
住民の福祉意識の高揚とボランティア活動の推進

基本目標 １ 地域でつながり、支え合うまちづくり

基本方針3
基本方針4
基本方針5

総合的相談対応・体制の推進
当事者の自立生活支援
在宅福祉サービスの推進

基本目標 ２ 総合的な相談・支援体制づくり

基本方針6
基本方針7

社会福祉協議会の基盤強化と地域連携
区社協が行う各種団体の円滑な運営

基本目標 3 多様な主体によるネットワークづくり

理　念
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陽だまりの一角で
販売しています。

高齢者
フリーパスの販売

住民交流活動拠点「河原町の陽だまり」オープン

赤い羽根共同募金と年末たすけあい募金の配分先

ＹＭＣＡかわさき保育園
こぶし園
みゆき作業所
すずらんの家

らら・むーぶ幸

社会福祉法人 川崎市幸区社会福祉協議会年末たすけあい

赤い羽根

保育室床長尺シート張替工事
事業活動用車両（送迎車/福祉車両）購入事業
コピー機購入事業
コピー機購入事業

在宅福祉サービスの実施に係る事業費　

年末慰問金品配分・地域福祉事業費

1,380,000 円

1,840,000 円
460,000 円
410,000 円

100,000 円

10,034,361 円
社会福祉法人 川崎市幸区社会福祉協議会 地域福祉事業費 5,704,266 円

（特）家事介護ワーカーズ・コレクティブメロディー
幸ワーカーズ・コレクティブあやとり

在宅福祉サービスの実施に係る事業費
在宅福祉サービスの実施に係る事業費

300,000 円
300,000 円

20,528,627 円

施設・団体名募金種別 配分内容 配分額

配分額合計

平成２9年度“共同募金”運動では、神奈川県全体で1,101,587,291円の募金実績をあげることができました。
神奈川県共同募金会では３月に配分委員会を開き、県下の社会福祉施設・団体等への配分額を決定しました。
このうち、幸区内の施設・団体等への配分は次のとおりです。

　「小倉の駅舎陽だまり」、「塚越の陽だまり」に続き、幸区内３か所目の住民交
流活動拠点が５月２１日（月）河原町団地内にオープンしました。名称は「河原町
の陽だまり」です。どなたでも利用できるいこいの場、様々な世代の方々が日
常的に交流できる場所として、多くの地域の方々に利用していただきたいと思
っています。
　ちょっと休憩、お茶を飲みながらのおしゃべりや読書等々、気軽にお立ち寄り
ください。

●どなたでもご利用いただけます。
●100円でお茶等をご利用いただけます＜おかわり自由＞

　　　　　午前１０時から午後３時

　　　　　土曜日、日曜日、国民の祝日及び年末年始

開館時間

休館日

所在地 ： 幸区河原町１ 河原町団地２号館１階
　　　　（旧幸市民協働プラザ）

利用できる方

2
号
館

南河原
保育園

交番

4
号
棟

3
号
館

6
号
棟

河原町

府
中
街
道

クロスハート幸・
川崎

河原町団地

●

●

1
号
館

幸町小

河原町の
陽だまり

（3）平成30年6月1日



幸区社会福祉協議会の財源について

会員会費
●区社協を構成する組織・団体等からなる第１～10種会員の会費(2,000円～)
　※会員は区内施設や地区社協、ボランティアグループなどの組織・団体等で構成されています。

賛助会費
●区内の個人、企業・団体等が本会の事業に賛同し、資金的な協力により社協事業を支援する会費
　（個人：1,000円～／企業・団体等：5,000円～）

寄附金
●地域住民、企業、団体等から「地域福祉のために」という目的でお寄せいただく寄附金

　社協の活動資金は補助金や委託費等のほか、地域の方々からの会費や募金により、支
えられています。社協の事業にご理解をいただき、多くの方々が会員として、「地域サポ
ーター」としてご参加くださいますようお願いいたします。

賛助会加入のお願い

■ 平成29年度の実績額と主な事業 
実績額

平成２９年度
8,111,000円
（6,014件）

幸区社協へ
1,622,200円

７つの
地区社協へ
6,488,800円

配分額 主な事業

● 高齢者ふれあい会食会
● 配食サービス/ミニディ
● 介護講習会や健康講座

● 子育てサロンや高齢者のサロン運営
● 各種ボランティア活動
● 広報誌の発行　等

自分たちの住んでいる地域を、より一層住みやすい街にするため、
地域の状況や特色に応じた様々な小地域活動に取り組んでいます。

● ボランティア育成・支援事業（講座や団体への支援や講座・研修の開催）
● 子育て支援（プラザまつりの開催、子育てフェアへの協力）　等

　社会福祉協議会の様々な活動は、地域の皆様によって支え
られており、中でも賛助会費は大変貴重な財源です。
　賛助会費はより身近な地域での福祉活動の財源として、
地域に配分されています。
　今年度も、地域で支えあう福祉のまちづくりのためにご協力
お願いいたします。6月頃より順次、各地区社会福祉協議会を
通じて加入のお願いをさせて頂きます。ぜひご加入下さい。

お住まいの地区社会福祉協議会役員、
または幸区社会福祉協議会の窓口までご連絡ください。
幸区社会福祉協議会地域課 電話 044－556－5500

問合せ ▲幸区内の
　地区社会福祉協議会

日吉第１地区社協

日吉第２地区社協

日吉第３地区社協

御幸西地区社協御幸西地区社協

御幸東地区社協御幸東地区社協

河原町地区社協河原町地区社協

南河原地区社協南河原地区社協

矢向駅矢向駅

平間駅

尻手駅
川崎駅

JR
東海
道本
線

・京
浜東
北線

鹿島田駅
新川崎駅

横
線
賀
須

南
線
武
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　ＮＰＯ法人くるみ－来未は、自閉症スペクトラムのように多様な特性のある子どもと家族のＱＯＬ向上を
目指した団体です。
　　　　　　9/29（土）アウトドアクッキング（高尾の森わくわくビレッジ）
　　　　　　交通費・活動緒謝費として1,000円の支払いあり。
　　　　　　kurumi.naoto@gmail.com または 044-567-5511（担当：太田）

小倉あさひは、身体障がいの方の生活支援を目的とした団体です。
　　　　　　①軽作業（電気部品の組立、宅配寿司のしょうゆや箸の袋詰め等）を行う利用者さん
　　　　　　　【知的障害、精神障害の方もご利用いただけます】
　　　　　　②利用者の方をサポートする地域のボランティアさん　※詳細はお問合せ下さい。
　　　　　　044-588-0933（担当：渡辺）

つばき学習会は、小学校の先生や大学生が毎週土曜日10：00～12：00、小学生を対象に福祉パルさいわい
にて学習室を開催しています。 ※自由参加（出入り自由）、無料
　　　　　　080-6585-0880

会食会「なごみ会」の様子 幼児クリスマス大会の様子

　毎年恒例の幼児クリスマス大会では、サンタの登場に子どもたちが大盛り上がりです。会食会は、季節の食材や
テーマを取り入れた内容に参加者から大変好評をいただいています。

河原町地区社会福祉協議会の取り組み
　市民協働プラザ（現　河原町の陽だまり）で老人福祉部会が年６回会食会「喜楽会」を開催しています。７０人以上の
方が参加して、毎回楽しみにしてもらっています。児童部会「たんぽぽ」は県営集会所で保育園の先生に協力して
もらって毎月「子育て相談」を開催して、若いお母さん方に喜んでもらっています。

日吉第３地区社会福祉協議会の取り組み
会食会｢喜楽会｣の様子 ｢たんぽぽ｣の様子

募集内容

問合せ

問合せ

募集内容

問合せ

会員のみなさまの掲載情報を随時募集しています！ 詳細については、お問合せください！

「ＮＰＯ法人くるみ－来未」からボランティア募集
＜会員情報＞

「小倉あさひ」からボランティア募集

「つばき学習会」からの案内  日ごろの勉強の「わからない」 をなくそう

賛助会員のみなさんからお預かりした会費の
一部は、このように使わせていただいています
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ご案内
さいわい健康福祉プラザは、川崎市在住・60歳以上の方が、
さまざまな活動のためにご利用いただける施設です

開館時間 月～土曜日　9:00～16:00
（日・祝・年末年始は休館。ただし、敬老の日は開館）

※プラザご利用に際しては、事前に利用登録が必要になります
　健康保険証・運転免許証等をお持ちの上、２階受付でお手続きください。

毎週水曜日 11:00～11:30（申込不要） 第1・第3木曜日10:30～11:30（申込不要）
先生の指導のもと、歌謡曲等に
合わせて簡単な踊りを踊ります。
楽しく踊って健康づくりをしま
しょう。
●６月の開催日　6/7　6/21

ボランティアで編み物や縫い物をしていただく
集まりです。出来上がったものは、児童養護施設
や障害者施設、被災地などに寄付します。
●６月の開催日　6/14　6/25

幸区役所入口

遠藤町交差点

幸区役所
幸文化
センター

幸高校

幸高校前

幸高校前

幸区役所入口

）
道
国
浜
京
２
第
（線
号
一
道
国

さいわい
健康福祉プラザ

ご案内内

講 師 持ち物講座名 曜日・時間・場所 日　　程

1

2

3

4

健康ヨガ体操入門

5
そこが知りたい！
スマホ・タブレット
相談教室＊

はじめてのスマホ
タブレット講座＊

はつらつ体操

リフレッシュ体操＊

青木泰代先生

清水泰平先生

荻野恵理先生

活き生きクラブ

活き生きクラブ

（月）13:30～15:00

（火）13:15～14:15

（金）13:30～15:00

（木）13:30～15:30

（木）13:30～15:30

奇数
偶数

奇数
偶数
奇数
偶数

●室内履き
●タオル
●飲み物
●運動ができる服装
●ヨガはヨガマット
　又は大判タオル

●スマホ、タブレット
（お持ちの方）

6/8　6/22　7/6　7/20

6/14　7/12　8/9　9/20

6/28　7/26　8/23　9/27

6/1　6/15　6/29　7/13　7/27

6/11
6/4　6/18
6/5　6/19　7/3　7/17　7/31　8/21　9/4
6/12　6/26　7/10　7/24　8/7　8/28

（老人福祉センター）（老人福祉センター）

※2018年度通年で開催しています。10月以降の予定は、別途ご案内いたします。

春期自由参加講座
（4～9月）のご案内

お好きな時に、お好きなものに無料でご参加いただけます。ただし、事前に当
施設（老人福祉センター）の利用証登録してからのご利用になります。
※１～３の体操講座は、利用証番号末尾の奇数・偶数によって参加できる日程
が異なります。

座ったままでもできる脳トレ、川崎市推奨の体操
（上を向いて歩こう）、楽しく簡単なストレッチ
を一緒にしましょう♪

さいわい健康福祉プラザ（老人福祉センター）
川崎市幸区戸手本町1-11-5　2階　電話 044-541-8000

踊ろう会

手仕事の会

元気にストレッチ

第2木曜日・第4月曜日（変則の場合あり）
13:30～15:30（申込不要）

1:30（申込不要）
先生の指導のもと、歌謡曲等に
合わせて簡単な踊りを踊ります。
楽しく踊って健康づくりをしま

21

ボランティアで編み物や縫い物をしていただく
児童養護施設

（変則の場合あり）

※その他、カラオケ・お風呂・囲碁将棋
などご利用いただけます。詳細は
お問い合わせください。

（6）平成30年6月1日



　幸区社会福祉協議会が運営する、さいわいデイサービスセンターでは、「必要な人に、必要な
サービスを提供する」をモットーに、ご本人のペースを大切にしながら、笑顔で一日をお過ごし
いただけるようサービスの充実・向上を目指しています。　
　「デイサービスってどんなところ？」「誰かに喜ばれることをしてみたい」
　見学は随時可能ですので、お気軽にお越しください。

　現在、隔週の水曜日（午後）と木曜日（午前）に先生のご厚意により書道教室を開催させていただき、
「楽しかった」「久しぶりで嬉しい」など大変好評を得ています。
　そして月曜日か金曜日にも是非お願いしたい！という声が…
　月曜日か金曜日、月に一度でも構いません。
　さいわいデイ利用者さんのために腕をふるっていただけませんでしょうか？？？ 是非、ご検討を
お願いします。
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何ができるか分からないけれど、出来ることがあれば何かしてみたいという方、
人と関わることが好きで興味のある方、お世話好きな方など、大募集です！

【開所日】
月曜日～金曜日（祝祭日も利用可）

【休所日】
土・日および年末年始（12月29日～1月3日）

【サービス提供時間】
10時～16時
10時～13時30分（入浴あり）応相談

さいわいデイ応援サポーター（ボランティア）募集！

寄附者報告
平成30年2月1日～4月30日

敬称略

■ 寄附金　5件 
●松下絹江
●衣の会
●セレサ川崎農業協同組合 代表理事組合長　原修一

●東海道かわさき宿交流館
●ラゾーナさくら会

■ 寄託品　3件 
●公益社団法人スコーレ家庭教育振興協会 川崎地区
●衣の会　
●匿名（1件）

書道を教えてください！◆◇◆ ◆◇◆

社会福祉法人 川崎市幸区社会福祉協議会　さいわいデイサービスセンター
〒212-0023　川崎市幸区戸手本町1－11－5　川崎市さいわい健康福祉プラザ内
電話 044-541-8245　　FAX 044-541-7611
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　オリエンテーション、ボランティアプログラム体験、８月18日（土）のまとめ・修了式（振返り学習と修
了証の発行）と3つのステップにご参加いただきます。
　幸区以外でも、川崎市内で児童、障がい者、高齢者関係のボランティア体験や災害・環境・まちづくり
など幅広い分野のプログラムから選択ができます（プログラムごとに日程・定員・対象あり）。詳しい内
容は、川崎市社会福祉協議会のホームページでご案内しています。会場はいずれも川崎市内、参加費無
料（但し、プログラムにより、食事代・材料費がかかることがあります）。

　かわさき暮らしサポーターは、ご近所でお手伝いが必要な高齢者の方に、家事支援をするために必要な知識を得る研修です。
本研修を終了して同行訪問をすることにより、かわさき暮らしサポーターとして活動ができるようになります。

所定の申込用紙に必要事項を記入の上、以下の方法でお申込みください。
① 〒211-0053　川崎市中原区上小田中６－２２－５　川崎市総合福祉センター５階
　 川崎市社会福祉協議会　ボランティア活動振興センター宛に郵送
② 川崎市社会福祉協議会　ボランティア活動振興センター宛にＦＡＸ
③ E-mail（v-center@csw-kawasaki.or.jp）にて申込み。※申込用紙と同じ内容を記入
※いずれも 平成30年６月20日(水)必着
　お問合せは、川崎市社会福祉協議会　ボランティア活動振興センターまで。
TEL：044-739-8718　FAX：044-739-8739

夏休みにボランティア体験しよう
チャレンジボランティア2018

　学生のための夏休み福祉・チャレンジボランティア体験学習「チャレボラ2018」を開催します。夏休
みに地域のボランティア活動に参加しませんか？みんなのボランティア、思いやりが集まると、安心して
暮らせる街が実現できます。
　幸区での体験希望者は、７月21日（土）・22日（日）に開催されるオリエンテーション（プログラム毎
に半日実施）に参加し、７月23日～８月17日の間に実施される以下のプログラムから選択できます。

①幸こども文化センター夏祭りのお手伝い＆地域交流しよう
②わくわくプラザで子どもたちと交流しよう
③公園で遊び場づくりのお手伝いをしながら子どもたちと交流しよう
④地域子育て支援センターのお手伝い＆乳幼児と交流しよう
⑤デイサービスセンターでの高齢者との交流（流しそうめん）
⑥老人福祉センターでの高齢者との交流（かるた大会のお手伝い）
⑦地域サロンでの地域の方の交流（いきいきサロンやすらぎ）
⑧こぶし園(障害者施設)で利用者さんとの交流（楽器を使った音楽プログラム）

かわさき暮らしサポーター養成研修のご案内
～地域で「調理・掃除・洗濯・ゴミだし等」の家事支援をしてみませんか？～

平成30年7月18日（水）10:00～16:45
福祉パルかわさき（川崎市川崎区日進町1-11　川崎ルフロン8Ｆ）
無料
川崎市社会福祉協議会さいわい訪問介護支援事業所（福祉パルさいわい内）
TEL 044-556-5535

日 時
会 場
費 用 20名定 員
申込み
問合せ

※応募は先着順で、締切りは
　平成30年７月９日（月）17：00までです。
※対象となる方は一定の条件がありますので、
　下記の申込み先までお問い合わせください。

※本研修は「川崎市介護予防・日常生活支援総合事業」の訪問型サービスの担い手を養成する研修です。
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チャレンジボランティア2017の様子
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